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要  旨 

 2004 年 4 月から 2016 年 3 月までに、搬入された鶏肉 306 検体を対象としてサルモネラ属菌の調査を

行ったところ、28 検体（9.2％）から検出された。その中で最も多く検出されたのは Salmonella 

Schwarzengrund であり、サルモネラ属菌が検出された 28検体のうち 11検体（39.3％）から検出され

た。また Salmonella Infantis はそれに次ぐ8検体（28.6％）であった。国内産鶏肉から検出される血清

型は Salmonella Infantis が多いことが報告されている。しかし、今回の調査ではそれとは異なる結果と

なった。 

 

キーワード：鶏肉 Salmonella  Infantis Schwarzengrund PFGE法 

 

Ⅰ はじめに 

サルモネラ属菌はヒトや家畜、ペットを含む哺乳類、

鳥類、爬虫類などから分離され、それらの排泄物を介し

て自然界のあらゆる場所に生息している。また、ヒトの

食中毒の原因菌であり、肉類およびその加工品、鶏卵な

どが主な原因食材となっている。経口感染し、6～72時間

の潜伏期間を経て下痢、腹痛、発熱などを引き起こす（発

病のピーク12～24時間）。 

国内において2006年から2015年までの間に501人を

超える患者を出した食中毒事件数は31件あり、そのうち、

4 件(13％)がサルモネラ属菌を原因とする食中毒である

１）。また、香川県では2006年から2015年の10年間の食

中毒128件のうち5件（3.9％）がサルモネラ属菌を原因

とする食中毒であったが、そのうちの2件は患者数が101

名以上であり２）大規模な食中毒に発展する頻度が比較的

高い。 

香川県では、鶏肉のカンピロバクターやサルモネラ属

菌の汚染状況を調査し食中毒予防に資する目的で、カン

ピロバクター等汚染実態調査事業として食鳥処理施設か

ら採取した鶏肉におけるカンピロバクター、サルモネラ

属菌、生菌数の検査を行っている。今回2004年4月から

2016年3月までのサルモネラ属菌の汚染状況について取

りまとめたので報告する。 

 

Ⅱ 方法 

１ 検体 

カンピロバクター等汚染実態調査事業の検体として、

2004年4月から2016年3月までに中讃地域の食鳥処理

施設1～6の6カ所から搬入された鶏肉（ササミ、肝臓及

び心臓（以下肝臓）、砂肝 各102検体）306検体を対象

とした（表1）。 

2004 年 4月～2009 年 3月までは毎月１回、2009 年 4

月から2016 年 3月は2か月に1回偶数月にササミ、砂

肝、肝臓 各約100ｇ、計3検体が搬入された。 

これらの検体は保健所の食品衛生監視員によって採取

された後、香川県環境保健研究センターに保冷材の入っ

たクーラーボックスで運搬された。また、搬入後は検査

まで冷蔵で保管し、採取から4時間以内に検査を行った。 

２ 分離および同定法 

2015年7月の公定法改正 3)のため、2015年11月に標

準作業書の改正を行ったことに伴い、次の（１）（２）の

方法で行った。 

（１）2004年4月～2015年10月の間に搬入された検体 

細切した検体25ｇに225mlのＥＥＭ培地(栄研化学)を

加え、1分間ストマッカー処理を行い、35.0±1.0℃で18

±2時間培養後、その1ml を 9ml のセレナイトシスチン

培地(日水製薬)に接種し、35.0±1.0℃で20±2時間培養

する。培養液1白金耳をＭＬＣＢ培地(日水製薬)、クロ
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モアガーサルモネラ培地(関東化学)に塗抹後、35.0±

1.0℃で24±2時間培養し独立した集落を形成させる。形

成した集落からサルモネラ属菌を疑うコロニーを釣菌し、

生化学的性状により同定した。サルモネラ属菌と同定さ

れた菌株については、サルモネラ免疫血清「生研」（デン

カ生研）を用いて添付文書の方法に従い O 型、H 型の型

別を行い、その組み合わせからKauffmann-White の抗原

表により血清型分類を行った。 

（２）2015年11月～2016年3月に搬入された検体 

細切した試料 25g に 37℃に温めたＢＰＷ(Buffered 

Peptone Water，Oxoid) 225mlを加え、1分間ストマッカ

ー処理を行い、37.0±1.0℃で 22±2 時間前増菌培養す

る。 

ＢＰＷで前増菌培養した培養液0.1mlを42℃に温めた

ＲＶ培地(ラバポートバシリアティス培地,日水製

薬)10mlに、培養液1mlを42℃に温めたＴＴ培地(テトラ

チオネート培地，日水)10mlに接種し、42±0.5℃で22±2

時間培養する。培養後のＲＶ及びＴＴ培地をよく攪拌し

た後、1 白金耳量をＭＬＣＢ及びクロモアガーサルモネ

ラの2種類の分離寒天培地に画線塗抹し、接種した培地

を 37.0±1.0℃で 22±2 時間培養し独立集落を形成させ

る。形成した集落からサルモネラ属菌を疑うコロニーを

釣菌し、生化学的性状により同定した。サルモネラ属菌

と同定された菌株について、Ⅱ.2.(1)と同様に血清型を

決定した。 

３ ＰＦＧＥ法による遺伝子解析 

被検菌をトリプチケースソイブロスで培養し、1％Sea

-kem Gold Agarose（Lonza）にてゲルブロックに包埋後

1mg/ml ProteinaseK（Roche）、1％N-lauroylsarcosin(S

IGMA) in 0.5M EDTA (pH8.0)で溶菌処理をし、制限酵素

XbaⅠ(Roche)、BlnⅠ(Roche)の 2種類を用いて、37℃で

一夜反応させた。電気泳動はCHEF-DRⅢSystem(BIO-RAD)

を使用し、泳動条件は6Ⅴ／cm、スイッチングタイム2.

2－63.8 秒、泳動時間 17.8 時間、0.5×ＴＢＥ、14℃の

条件で実施した４）。画像は画像解析ソフト Fingerprin- 

tingⅡ(BIO-RAD)を用いて解析し、類似係数 Dice、デン

ドログラム型 UPGMA、トレランス設定は最適化 0％、ト

レランス 1.0％でデンドログラムを作成した。 

 

 

 

 

表１ 検体数 

 

 

 

Ⅲ 結果 

１ 検体数と血清型 

306検体のうち、28検体（9.2％）からサルモネラ属菌 

が検出された。 

Salmonella Schwarzengrund（S．Schwarzengrund）

11 検体、Salmonella Infantis（S. Infantis）8 検体、

Salmonella Braenderup（S. Braenderup）4 検体、

Salmonella Enteritidis（S. Enteritidis）2 検体、

Salmonella Typhimurium（S. Typhimurium）1検体、

Salmonella Altona（S. Altona）1検体、型別不能（OUT：

ｒ：1,5）が1検体検出された（表2）。S. Infantisは2012

年度以降は検出されていない。S．Schwarzengrund は

2006年度以降分離されるようになり、2006年度は36検

体中4検体(11.1％)、2007年度に36検体中1件(2.8％)、

2013年度は18検体中3検体(16.7%)、2014年度は18検

体中2検体(11.1%)、2015年度は18検体中1検体(5.6％)

であった(図1)。また、部位別では、ササミと砂肝からは

それぞれ7検体（6.9％）、肝臓から14検体（13.7％）か

らサルモネラ属菌が検出された（図2,3）。 

２ PFGE法による遺伝子解析 

検出率の高かった、S.Schawarzengrund、S.Infantis

のうち、当センターに保存されていた菌株（S. 

Schwarzengrund 11株、S. Infantis 7株）についてPFGE

法による遺伝子解析を行った（図4,5,6,7）。 

S. Schwarzengrund、S. Infantisともに施設1、2か

採取施設 部位

ササミ 72

砂肝 72
肝臓 72
ササミ 25
砂肝 25
肝臓 25
ササミ 1

砂肝 1
肝臓 1
ササミ 2
砂肝 2
肝臓 2
ササミ 1
砂肝 1
肝臓 1
ササミ 1
砂肝 1
肝臓 1

総計

1

2

3

4

5

6

検体数

306

216

75

3

6

3

3
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ら検出され、異なる施設から同一のパターンを示すもの

が認められた。 

 

 

表２ 分離されたサルモネラ属菌の血清型別検出数 

採取施設 

血清型 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 総計 

S. Schwarzengrund ７ ４     １１ 

S. Infantis ６ ２       ８ 

S. Braenderup     ２ ２   ４ 

S. Enteritidis    ２     ２ 

S. Typhimurium   １      １ 

S. Altona    １     １ 

OUT:r:1,5 １        １ 

小計 14 ６ １ ３ ２ ２ ２８ 

陰性 202 69 ２ ３ １ １ ２７８ 

総計 216 75 ３ ６ ３ ３ ３０６ 

 

 

図１ S. Schwarzengrund、S. Infantis検出率 

 

 

図２ サルモネラ属菌検出率 

 

図３ 検出されたサルモネラ属菌の血清型 

 

Ⅳ 考察 

国内産鶏肉から検出されるサルモネラ属菌の血清型は

S. Infantis が52.9～67.6％ 検出されたとの報告５）や、

87.5％検出された報告があり６) 当該血清型が高頻度に

検出されることが知られているが、今回の調査では、S. 

Schwarzengrundが多く検出された。また、ＰＦＧＥ法

による解析で、異なる施設から同一のパターンを示すも

のが認められ、食鳥処理施設以前の流通段階での汚染及

び、調査対象地域に拡散している可能性が考えられる。

2002～2003年度はS. Infantisが72検体中5検体から検

出されているが、S. Schwarzengrundは検出されていな

い７)。このことも含め、S. Infantisは2002年以前から汚

染されていた可能性が高いが、S. Schwarzengrund は

2006年以降検出されており、近年汚染が広がったと推測

される。しかし、今回の調査では採取した施設に偏りが

あるため、採取する施設を増やしての調査が今後の課題

である。 

香川県下で過去 10 年間に発生したサルモネラ属菌を

原因とする食中毒は、すべてS. Enteritidisが原因であり

２）、今回調査した鶏肉との関連は認められなかった。 

しかし、全国的にはS. Infantis を原因とする食中毒が

多数発生しており５)、今後も注意が必要であると考える。 

 

Ⅴ まとめ 

2004年 4月から 2016年 3月までに搬入された鶏肉 306

検体のサルモネラ属菌調査を行ったところ、9.2％の 28

検体からサルモネラ属菌が検出された。部位別ではササ

ミ 7 検体(6.9％)、砂肝 7 検体(6.9％)、肝臓 14 検体

(13.7％)から検出され、肝臓の汚染率が高かった。 
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サルモネラ属菌が検出された 28 検体のうち最も多く

検出されたのはS. Schwarzengrundの11検体(39.3％)、

次いでS. Infantisが8検体(28.6％)であった。 

国内産鶏肉からはS. Infantisが高頻度に検出されてい

ることが報告されているが、今回の調査では S. 

Schwarzengrundが多く検出された。 

S. Schwarzengrundは、調査対象近隣に地域的に存在

している可能性が考えられるものの、今回の調査では採

取施設に偏りがあり、他施設からの採取数を増やしての

調査が今後の課題である。 

香川県でのサルモネラ属菌による食中毒はすべて S. 

Enteritidisが原因菌であるが、今回とりまとめた結果で

は、当該血清型は2検体のみであり、食中毒原因菌とし

ての疫学的解明には至らなかった。しかし、全国的には

S. Infantisを原因とする食中毒が多数発生していること

から、今後も注意が必要であると考える。 
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図４ 制限酵素ＸｂａⅠによるＰＦＧＥ法のデンドログラム（Ｓ．Schwarzengrund） 
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図５ 制限酵素ＢｌｎⅠによるＰＦＧＥ法のデンドログラム（Ｓ． Schwarzengrund） 

 

 

 

図６ 制限酵素ＸｂａⅠによるＰＦＧＥ法のデンドログラム（Ｓ． Infantis） 

 

 

図７ 制限酵素ＢｌｎⅠによるＰＦＧＥ法のデンドログラム（Ｓ． Infantis） 
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